
【法人③】

第三セクター等に関する調査票【公表用】※一般社団・財団法人 調査年度 令和6年度

 （会社法法人用、地方公社用については別途様式） 作成年月日 2024年9月1日

＜団体の基本情報＞

法人名 所在地 電話番号

設立 ＨＰアドレス

＜役員状況＞※令和6年度6月1日現在

役員数

うち常勤 うち非常勤

うち市職員数 うち前市職員数 うち市職員数 うち前市職員数

11 0 0 0 11 3 1

＜市の関与＞

市所管課 指定管理 指定期間

市出資 なし -

 （千円） 出資年月 割合（％）

8,217 47.0%

前々年度 （R3） 前年度（R4） 本年度（R5）

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

＜経営成績・財務状態＞ （単位：千円）

【業績】正味財産増減計算書 前々年度 （R3） 前年度（R4） 本年度（R5） 増減

50,993 47,898 62,115 14,217

57,242 59,288 50,942 ▲ 8,346

▲ 6,249 ▲ 11,390 11,173 22,563

▲ 6,249 ▲ 11,390 11,173 22,563

0 0 0 0

▲ 6,249 ▲ 11,390 11,173 22,563

【財務】貸借対照表 前々年度 （R3） 前年度（R4） 本年度（R5） 増減

61,397 50,827 48,123 ▲ 2,704

29,665 18,937 30,638 11,701

27,907 16,985 29,442 12,457

2,347 3,009 3,536 527

2,347 3,009 3,536 527

0 0 0 0

59,050 47,818 44,586 ▲ 3,232

31,732 31,890 17,485 ▲ 14,405

27,318 15,928 27,101 11,173

1,264.0 % 629.3 % 866.5 % 237.1 

3.8 % 5.9 % 7.3 % 1.4 

＜所管課における評価＞

●

法人の具体的な課題

水産加工団地内の企業数の減少や事業活動の縮小、浜田漁港の水揚量が低調に推移していることから収入
の源泉である排水量も減少傾向にあるため、会費等の見直しを検討している。
会費および利用料金については、企業数及び水揚量共に多かったＨ３年の基準で運用しており、実情にあって
いないため、大幅な改定も検討したいが、加入企業の経営状況も苦しく検討が進んでいない状況。

その他特記事項

負債比率 負債÷総資産

「抜本的改革を含む経営健全
化の取組に係る検討のフロー
チャート」（別紙1）による評価

Ａ： 清算

Ｂ： 完全民営化・民間売却

Ｃ： 経営努力を行いつつ、第三セクター等で引き続き実施

Ｄ： 上下分離

Ｅ： 債務調整を実施（再生）した上で、第三セクター等で引き続き積極的な経営改革を実施

Ｆ： 経営体制の変更や大幅な経営改革を行うことを前提に、第三セクター等で引き続き実施

Ｇ： 地方公共団体（直営）

　指定正味財産

　一般正味財産

流動比率 流動資産÷流動負債

備考

総資産

　流動資産

　　うち現預金

負債

　流動負債

　（※借入金） 短期借入金と長期借入金の合計

正味財産

当期一般正味財産増減額

　減価償却費

減価償却前当期損益

経常費用

当期経常増減額

経常収益

備　考

委託料

補助金

貸付金　残高

その他（ 　）

備考

備考 連結対象 団体の損失補償額（千円）

筆頭株主 対象外 なし

業務内容

1.浜田漁港等の清掃に関する事業
2.浜田漁港等における水質汚濁の防止及び生活環境の美化に関する啓発事業
3.浜田漁港水産加工団地の排水浄化施設の管理運営に関する事業
4.その他この法人の目的を達成するために必要な事業

備考

産業経済部　水産振興課 その他

形態・業種等
公益社団法人
【目的】浜田漁港及び浜田市内の区域にある漁港（以下「浜田漁港等」）へ排出される汚水の浄化を図り、沿岸地域の水質の
汚濁を防止するとともに、美化を促進し、もって住民の健康保持、自然環境の保全に寄与する。

（公社）浜田漁港排水浄化管理センター 浜田市原井町3050番地 0855-22-9175

平成3年11月1日 https://kanri-c.wixsite.com/website-2

https://kanri-c.wixsite.com/website-2

